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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
　
　
集

一
般
質
問

特集 1

全文はこちら

重伝建の街並み

災害時安否確認バンダナ

▶
市
長
へ
要
望
書
を
提
出
す
る

　
正
副
議
長
及
び
常
任
委
員
長

桐生のこれ
からを見据

えた

予算要望書
提出！桐生のこれ
からを見据

えた

予算要望書
提出！

　桐生市議会では市民意見を市政に反映させるため、次年度当初予算に
対する要望書を全議員の総意として市長に提出しています。　
　要望内容は下記のとおりです。なお、二次元コードを読み取ると、全
文を見ることができます。

◆ＤＸ推進に関してより具体的な事業化を
　図ること

◆防災に関して「災害時安否確認バンダナ」
　の導入を図ること

災害時安否確認バンダナ…地域の方々の安否確認をスムーズに行うため、
災害発生時に自身や家族の無事を確認後、玄関やベランダなど、外から
見えやすい場所にバンダナを結ぶことで、「無事」を知らせるための目印
になる。

◆市政に関して若者の視点、発想、感性な
　どを反映させる仕組みづくりを図ること

◆「歴史的資源を活用した観光まちづくり」
　に寄与する、桐生市独自の新たな取組み
　を図ること
◆「桐生ブランドのより一層の浸透」に寄与
　する、更なる積極的な産業振興対策を継
　続して図ること
◆「地域経済の循環」に寄与する、桐生市電
　子地域通貨 ( 桐ペイ ) を用いた新たな仕
　組みづくりを図ること

当初予算要望書

2 経済建設委員会

1 総務委員会

ヒント
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

過去を見つ
めて、

今後の課題
を浮き彫り

に！

決算特別委員会決算特別委員会

◆帯状疱疹ワクチンに関すること

◆ＩＣＴを活用した高齢者福祉に関すること

◆令和４年度当初予算要望の継続的な取り組
　みに関すること

3 教育民生委員会

　令和３年度桐生市歳入歳出決算、桐生市水道事業会計決算及び桐生市下水道事業会計
決算については、それぞれ賛成多数で認定されました。
　同決算の認定に当たっては、市長による令和３年度決算総括、監査委員による監査報
告の後、決算特別委員会（委員19人で構成）を設置し、３日間にわたり慎重に審査を行
いました。

IＣＴを活用した高齢者福祉のイメージ

特集2
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
　
　
集

一
般
質
問

どう受け入れる？新たな価値観・多様性

そのほか…「桐生市の観光と神業ミュージアムとの関連」「球都桐生」について質問

ス
ポ
ー
ツ
振
興

近
藤
　
芽
衣 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
も
な
り
、
十
分
な

市
民
権
を
得
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
。
本
市
が
ス

ケ
ボ
ー
文
化
を
ど
う
評
価
す
る
か
は
、
新
し
い

価
値
感
を
ど
う
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
の
指
標

と
な
る
。
1
人
で
も
多
く
の
市
民
が
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
誰
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
本
市
だ
が
、
運
動
公
園
や
そ

の
他
の
公
園
で
の
ス
ケ
ボ
ー
許
可
エ
リ
ア
の
設

置
や
ス
ケ
ボ
ー
利
用
に
つ
い
て
当
局
の
見
解
は
。

ス
ケ
ボ
ー
許
可
エ
リ
ア
の
設
置
は

問　
　
街
区
公
園
は
騒
音
な
ど
の
問
題
か
ら
難
し

い
と
考
え
る
。
ま
た
運
動
公
園
は
騒
音
の
苦
情

な
ど
が
あ
っ
た
た
め
現
在
利
用
を
禁
止
し
て
い

る
が
、
今
後
、
他
市
の
状
況
等
に
つ
い
て
調
査

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

他
市
の
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
し
た
い

答

　９月29日（木）・30日（金）の２日間にわたり、15人の
議員が一般質問を行い、市政に関する問題について、市当
局の見解を求めました。

※氏名の横は所属会派名（無会派は会派に属さない議員）

テーマは自由
　質問する内容は、議案とは
関係なく、市政に関し自由に
決め、事前に通告しています。

　議長、副議長及び監査委員を務める議員は、
慣例により一般質問は行なっておりません。
【議長：北川久人議員（左）、副議長：岡部純朗議員（中）、
監査委員：周藤雅彦議員（右）】

質問時間は40分
　議員１人の質問時間は、市
当局からの答弁も含めて、40
分以内です。

般一 質 問ここが聞きたい！

議 員 の 案提
ど
う

こ
ん

め

い

※各議員の提案の右上にあるロゴは、SDGs（エス・ディー・ジーズ）の17の目標に関連しています。

スケートボード

そのほか…「申請者の心情に寄り添った窓口サービスの充実」「スポーツ施設の充実化」について質問

医
療
費
無
料
化

山
之
内
　
肇 

議
員

公
明
ク
ラ
ブ　

　
コ
ロ
ナ
禍
、
止
ま
ら
な
い
物
価
高
騰
な
ど

先
行
き
が
全
く
見
通
せ
な
い
中
、
市
民
は
大
き

な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。
も
は

や
制
度
拡
大
を
県
に
要
望
し
て
い
る
段
階
で
は

な
い
。
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
家
庭
の
経

済
的
な
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
安
心
し
て
医
療
機

関
を
受
診
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
医
療

費
無
料
化
を
高
校
生
世
代
　
歳
年
度
末
ま
で
拡

大
す
べ
き
と
強
く
思
う
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
と
し
て
制
度
拡
大
に
踏
み
切
る
べ
き

問　
　
財
政
面
な
ど
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

難
題
も
多
く
あ
る
が
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
と
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
早
急

に
検
討
に
入
り
、
来
年
度
か
ら
施
策
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
指
示
し
て
ま
い
り
た
い
。

難
題
は
あ
る
が
実
現
で
き
る
よ
う
指
示

答

医療費無料の対象を18歳まで拡大
議 員 の 案提 や

ま

の

う
ち

は
じ
め

子供の診療の様子

18
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

水
害
へ
の
備
え

久
保
田
　
裕
一 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

そのほか…「災害時の仮設住宅」「国の財政支援」などについて質問

く

ゆ
う

ぼ

た

い
ち

市
産
材
の
可
能
性

石
渡
　
宏
明 

議
員

創
志
会

い
し
わ
た

ひ
ろ
あ
き

　
　
桐
生
に
は
多
く
の
河
川
が
あ
り
、
水
災
害

発
生
時
に
は
水
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を

念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

消
防
団
員
を
対
象
に
、
急
流
で
の
危
険
を
回
避

す
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
習
得
を
目
的
と
し

た
座
学
研
修
や
、
各
分
団
代
表
者
を
対
象
と
し

た
救
命
胴
衣
を
着
用
し
て
急
流
を
水
泳
す
る
訓

練
等
の
実
施
を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

消
防
団
員
の
安
全
に
つ
な
が
る
基
礎
知
識

問　
　
水
災
害
時
に
お
け
る
必
要
な
知
識
の
習
得

は
、
消
防
団
員
の
安
全
確
保
等
、
水
災
害
活
動

を
実
施
す
る
上
で
大
変
重
要
だ
と
認
識
し
て
お

り
、
ス
イ
フ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
受
講

実
績
の
あ
る
職
員
や
有
識
者
に
よ
る
講
義
等
を

視
野
に
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

有
識
者
等
に
よ
る
講
義
を
視
野
に
検
討

答

　
　
樹
齢　
年
を
超
す
桐
生
の
森
林
は
ま
さ
に

刈
り
時
。
来
年
度
施
行
さ
れ
る
森
林
環
境
税
か

ら
の
財
源
に
つ
い
て
有
効
な
活
用
方
法
の
模
索
、

例
え
ば
子
供
た
ち
の
学
習
机
等
に
関
し
桐
生
市

産
材
を
用
い
た
時
代
ニ
ー
ズ
に
沿
う
サ
イ
ズ
品

へ
の
更
新
を
要
望
す
る
が
、
市
の
見
解
は
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
方
法
は

問　
　
今
後
の
林
業
振
興
を
見
据
え
た
人
材
の
確

保
・
育
成
と
共
に
、
よ
り
一
層
の
環
境
教
育
へ

の
取
組
も
重
要
と
な
る
。
子
供
た
ち
が
林
業
を

地
場
産
業
と
し
て
関
心
を
寄
せ
る
契
機
に
も
つ

な
が
る
一
案
と
考
え
る
が
、
市
産
材
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
の
確
立
や
教
室
ス
ペ
ー
ス
と
の
適
合

性
等
の
課
題
も
あ
る
。
関
係
部
局
と
連
携
を
図

り
有
効
な
活
用
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

森
林
資
源
の
保
全
・
循
環
型
社
会
の
構
築

答

「森林のまち」から「林業のまち」へ
議 員 の 案提

消防団員に急流救助の訓練実施を 
議 員 の 案提

50

トレーサビリティ……原材料の調達から生産・消費または廃棄まで追跡可能な状態にすることヒント

　
　
　
歳
ま
で
に
約
３
人
に
１
人
が
帯
状
疱
疹

を
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し

て
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
最
も
有
効
と
さ

れ
て
い
る
が
、
２
回
の
接
種
が
必
要
で
あ
り
、

料
金
は
約
４
〜
５
万
円
と
の
こ
と
。
未
発
症
の

方
々
の
健
康
を
守
る
た
め
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
助
成
制
度
確
立
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
制
度
の
考
え
は

問　
　
市
民
の
健
康
を
守
る
立
場
と
し
て
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
受
け
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
、
重
要
課
題
で
あ
る
と
十
分
認
識
し
て
い
る
。

多
く
の
方
か
ら
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
実
施
に
向
け
、
事
業
展
開
を
視
野
に

入
れ
た
検
討
を
行
う
よ
う
、
関
係
部
署
に
指
示

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

実
施
に
向
け
、
検
討
を
行
う
よ
う
指
示

答

80

急流救助の訓練の様子

黒保根地区で樹齢 50年を超え
伐採の適齢期を迎えた林野

ふ
く
し
ま

け
ん
い
ち

そのほか…「公共施設（公園系）マネジメント計画」について質問 

そのほか…「電子地域通貨『桐ペイ』の活用」について質問

健
康
を
守
る

福
島
　
賢
一 

議
員

ク
ラ
ブ

ワクチン接種のイメージ

帯状疱疹ワクチンの接種費用に助成を
議 員 の 案提

21
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
　
　
集

一
般
質
問

球
都
桐
生

渡
辺
　
恒 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

わ
た
な
べ

ひ
と
し

創
業
者
創
出

人
見
　
武
男 

議
員

創
志
会

ひ
と

み

た
け

お

　
　
今
年
の
３
月
に
市
内
企
業
で
あ
る
㈱
ノ
ッ

テ
ィ
ン
グ
ヒ
ル
か
ら
「
野
球
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
提
案
構
想
」
が
本
市
に
示
さ
れ
て
か
ら
、

７
月
の
㈱
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
に
よ
る
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
を
経
て
㈱
ノ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ヒ
ル
と

の
随
意
契
約
に
よ
る
球
都
桐
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
委
託
へ
の
事
業
展
開
に
つ

い
て
、
こ
の
事
業
の
方
向
性
を
決
め
る
の
は
桐

生
市
で
あ
り
、
公
民
連
携
の
中
で
透
明
性
や
公

平
性
を
し
っ
か
り
担
保
し
て
市
の
役
割
を
果
た

す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

球
都
桐
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
展
開

問　
　
議
員
ご
指
摘
の
内
容
を
十
分
念
頭
に
お
き

な
が
ら
公
平
性
・
透
明
性
に
配
慮
し
、
し
っ
か

り
と
行
っ
て
い
き
た
い
。

公
平
性
・
透
明
性
に
配
慮
し
た
い

答

　
　
創
業
・
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
施
設
整
備
支
援

補
助
金
が
含
ま
れ
た
補
正
予
算
案
が
可
決
さ
れ

た
が
、
創
業
支
援
の
今
後
の
取
組
は
。

創
業
希
望
者
へ
の
支
援
の
取
組
は

問　
　
今
回
の
国
の
補
助
金
を
活
用
し
創
業
支
援

の
拠
点
と
し
て
い
る
東
武
ビ
ル
を
改
装
す
る
こ

と
に
よ
り
、
入
居
者
が
起
業
の
種
を
植
え
、
芽

吹
か
せ
、
大
き
く
育
て
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
な

創
業
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
東
武
ビ
ル

を
よ
り
多
く
の
人
が
訪
れ
、
交
流
す
る
こ
と
に

よ
る
短
期
的
な
活
性
化
に
加
え
、
創
業
者
が
事

業
拡
大
時
に
中
心
市
街
地
に
事
業
所
を
構
え
る

と
い
っ
た
長
期
的
な
活
性
化
の
両
面
か
ら
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
と
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創

出
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

新
た
な
東
武
ビ
ル
で
更
な
る
創
業
支
援

答

そのほか…「図書館司書を会計年度任用職員から正規職への転換をすること」について質問 

東武ビル

桐生市役所

創業支援を向上させて街中に活性化を
議 員 の 案提

公平性と透明性を担保すべき
議 員 の 案提

女性の視点を生かした防災対策を 
議 員 の 案提 つ

じ

ま
さ

お　
　
職
員
全
体
の
女
性
比
率
が
少
な
い
こ
と
や
、

緊
急
時
　
時
間
体
制
で
対
応
が
求
め
ら
れ
、
子

育
て
中
の
職
員
等
は
負
担
の
大
き
い
業
務
で
あ

る
こ
と
か
ら
配
置
が
進
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
、

防
災
危
機
管
理
行
政
で
、
女
性
の
視
点
を
生
か

す
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。
今
後
も
、
国
の
助

言
や
先
進
事
例
を
参
考
に
、
男
女
問
わ
ず
働
き

や
す
い
環
境
を
模
索
し
、
配
置
に
つ
い
て
人
事

担
当
部
局
と
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

先
進
事
例
等
を
参
考
に
人
事
と
検
討

答
　
　
防
災
対
策
に
お
い
て
、
女
性
の
視
点
は
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
全
国
的
に
防
災
部
局
の
女

性
職
員
配
置
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
本
市
の
防
災
・
危
機
管
理
課
へ
の

女
性
職
員
配
置
の
課
題
と
今
後
の
予
定
は
。

女
性
職
員
の
配
置
予
定
は

問

そのほか…「災害時の氏名公表」について質問

防
災
部
局
の
職
員

辻
　
正
男 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

防災・危機管理課

24
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

約
１
０
０
年
に
一
度

田
島
　
忠
一 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

そのほか…「桐生厚生総合病院の危機管理」「桐生市立図書館」などについて質問

た

じ
ま

ち
ゅ
う
い
ち

　
　
約
1
0
0
年
に
1
回
の
大
雨
は
カ
ス
リ
ー

ン
台
風
と
同
程
度
で
あ
る
と
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
直
近
の
被
害
事

例
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
同
規
模
程
度
の
台
風
や

大
雨
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
似
た
災
害
事
例
は

問
　
　
近
年
に
お
い
て
は
平
成　
年
の
関
東
・
東

北
豪
雨
の
降
雨
量
が
近
い
。
こ
の
豪
雨
は
、
台

風
や
前
線
の
影
響
で
湿
っ
た
空
気
が
栃
木
県
や

茨
城
県
に
流
れ
込
み
続
け
、
多
数
の
線
状
降
水

帯
が
発
生
し
た
結
果
、
三
日
間
の
平
均
降
雨
量

は
5
0
0
㎜
を
越
え
る
記
録
的
な
大
雨
と
な
り

鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
た
た
め
、
常
総
市
の

約
1
/
3
の
面
積
が
浸
水
す
る
な
ど
、
多
く
の

被
害
が
発
生
し
た
。

平
成
　
年
関
東
・
東
北
豪
雨
が
同
程
度

答

忘れてはならないカスリーン台風 
議 員 の 案提

早期に新たな産業団地の事業化を
議 員 の 案提

さ

と
う

ゆ
き

お

　
　
県
と
の
協
議
の
結
果
、
開
発
可
能
性
の
高

い
候
補
地
と
し
て
、
連
携
協
力
に
前
向
き
な
姿

勢
を
示
す
市
内
候
補
地
が
特
定
さ
れ
、
具
体
的

な
動
き
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
段
階
と

な
っ
た
。
事
業
化
に
向
け
て
の
一
歩
を
進
み
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
、
地
元
や
地
権

者
等
と
の
調
整
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
行

い
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

事
業
化
に
向
け
一
歩
進
み
始
め
た
と
こ
ろ

答 　
　
次
な
る
産
業
団
地
に
向
け
て
、
県
と
協
議

検
討
中
で
詳
細
を
詰
め
て
い
る
段
階
と
聞
き
及

ん
で
い
る
が
、
県
企
業
局
と
の
す
り
合
わ
せ
状

況
や
候
補
地
の
選
定
状
況
と
い
っ
た
現
状
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
し
た
い
。

新
た
な
産
業
団
地
、
今
後
の
展
望
は

問

河
原
井
　
始 

議
員

ク
ラ
ブ

か

わ
ら

い

は
じ
め

そのほか…「国民年金制度」、「生活保護」、「老後・長寿」について質問

　
　
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
国
保
税
を
支
払
え

な
い
市
民
か
ら
被
保
険
者
証
を
取
り
上
げ
資
格

証
明
書
を
発
行
し
て
い
る
。
自
治
体
職
員
等
が

ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
は
、
生
活
状
況
の
聞
き
取

り
や
社
会
保
障
を
受
け
る
よ
う
促
す
こ
と
で
あ

る
。
間
違
っ
て
も
被
保
険
者
証
を
取
り
上
げ
て

は
い
け
な
い
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

ま
ず
は
生
活
状
況
の
聞
き
取
り
を

問
　
　
度
重
な
る
納
税
協
議
に
も
応
じ
て
い
た
だ

け
な
い
極
め
て
納
税
意
欲
の
低
い
世
帯
に
対
し

や
む
を
得
ず
資
格
者
証
を
交
付
し
て
い
る
が
、

緊
急
を
要
す
る
通
院
や
入
院
等
が
必
要
な
場
合

に
は
、（
国
保
税
の
納
付
が
な
く
て
も
）
短
期

被
保
険
者
証
を
交
付
し
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
そ
の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

緊
急
時
は
短
期
被
保
険
者
証
で
対
応

答

孤
立
す
る
高
齢
者

医療被保険者証を取り上げないで
議 員 の 案提

21

27

27

桐生市水害ハザードマップ

そのほか…「渡良瀬幹線道路（太田薮塚ＩＣアクセス道路）」について質問

地
の
利
を
生
か
す

佐
藤
　
幸
雄 

議
員

創
志
会

武井西工業団地

見 本

国民健康保険被保険者証と後期高齢者医療被保険者証
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

一
般
質
問

　
　
若
者
と
一
緒
に
未
来
を
考
え
て
い
く
取
組

は
、
市
政
に
参
加
す
る
意
識
の
高
揚
や
郷
土
愛

の
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
た

め
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、「
未
来
カ
ル
テ
」や「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
の
活
用
に
つ
い
て

も
研
究
・
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

そのほか…「スケートボードへの心緒」「桐生市のスケートボードを行う場所」について質問

そのほか…「インターネット選挙運動解禁の概要」について質問

次
の
世
代
へ

丹
羽
　
孝
志 

議
員

公
明
ク
ラ
ブ

に

わ

た
か

し

　
　
現
在
の
世
の
中
は
若
者
た
ち
か
ら
の
借
り

も
の
で
あ
り
、
未
来
の
世
の
中
は
若
者
た
ち
の

も
の
で
あ
る
と
思
う
。
で
き
る
限
り
、
現
在
の

問
題
も
未
来
の
問
題
も
若
者
た
ち
に
携
わ
っ
て

も
ら
い
、
そ
の
取
組
に
は
、「
未
来
カ
ル
テ
」や

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」

が
有
効
だ
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

若
者
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
取
組
は

問今
後
、
実
施
に
向
け
て
検
討

答

選
挙
ポ
ス
タ
ー

佐
藤
　
光
好 

議
員

創
志
会

さ

と
う

み
つ
よ
し

　
　
掲
示
場
所
は
人
通
り
が
少
な
い
路
地
裏
や

設
置
距
離
が
近
す
ぎ
た
り
、
危
険
性
を
帯
び
て

い
る
場
所
も
あ
る
た
め
、
よ
り
効
果
的
な
場
所

に
掲
示
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
ポ
ス

タ
ー
を
貼
ら
な
い
場
所
が
あ
っ
て
も
良
い
か
。

効
果
的
な
場
所
に
設
置
す
る
べ
き
で
は

問
　
　
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
に
つ
い
て
は
、
公
職
選

挙
法
で「
公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
設
置
す
る
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
設
置
場
所
の
状
況
の
変

化
や
所
有
者
の
意
向
等
も
あ
る
が
、
必
要
に
応

じ
て
有
権
者
の
方
が
よ
り
安
心
し
て
見
や
す
い

場
所
へ
変
更
す
る
こ
と
も
検
討
い
た
し
た
い
。

公
職
選
挙
法
で
は
、
全
て
の
掲
示
場
に
ポ
ス
タ

ー
を
貼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
規
定
は
な

く
、
候
補
者
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
た
い

答

見やすい場所にポスター掲示を
議 員 の 案提

若者たちと一緒に未来を考えるべき
議 員 の 案提

そのほか…「国民健康保険税の引下げ」「市庁舎建設」「林業振興」について質問

介
護
保
険
料
に
還
元

関
口
　
直
久 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

せ
き
ぐ
ち

な
お
ひ
さ

　
　
桐
生
市
の　
歳
以
上
の
多
く
は
国
民
年
金

生
活
者
で
あ
り
、
本
市
の
介
護
保
険
料
は
高
い
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
か
ら
積
み
立
て
た
介
護
保

険
給
付
準
備
基
金
は
現
時
点
で
約　
億
２
千
万

円
に
も
な
っ
て
い
る
。
積
み
立
て
た
介
護
保
険

料
を
高
齢
者
な
ど
へ
の
負
担
軽
減
に
活
用
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。 

高
齢
者
の
負
担
軽
減
で
き
な
い
か

問
　
　
介
護
保
険
条
例
に
よ
り
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
5
年
度
ま
で
は
現
在
の
保
険
料
と
な
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
方
々
の
相

談
を
し
っ
か
り
と
聞
く
こ
と
が
行
政
の
役
割
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
対
応
で
き

る
相
談
窓
口
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
相
談
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く

答

基金を取り崩して高齢者の負担軽減
議 員 の 案提

65

18

株式会社Yield（イールド）とのまちづくりミーティングの様子

選挙ポスター公設掲示板

高齢者介護のイメージ
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概
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マスク着用問題に関する本市の見解は
議 員 の 案提 い

い
じ
ま

ひ
で
き

　
　
状
況
に
よ
り
マ
ス
ク
の
着
用
ま
た
は
外
す

こ
と
を
推
奨
し
て
お
り
、
法
に
よ
り
着
用
義
務

が
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
マ
ス
ク

着
用
に
関
し
て
は
意
見
が
分
か
れ
る
が
、
い
ず

れ
の
考
え
方
に
つ
い
て
も
違
う
意
見
が
あ
る
こ

と
を
相
互
に
理
解
し
、
各
自
が
感
染
拡
大
防
止

に
努
め
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

相
互
に
理
解
し
行
動
す
る
こ
と
が
肝
要

答 　
　
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
着
用

義
務
の
規
定
は
な
く
、
国
や
県
等
か
ら
の
通
知

に
よ
り
推
奨
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
あ

く
ま
で
推
奨
で
あ
る
。
よ
っ
て
マ
ス
ク
を
す
る

か
ど
う
か
は
そ
の
人
の
自
由
な
の
か
。
ま
た
、

マ
ス
ク
を
し
な
い
こ
と
に
よ
り
不
利
益
を
受
け

る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

マ
ス
ク
は
着
用
し
な
い
と
ダ
メ
な
の
か

問

そのほか…「学校給食をパン食からコメ食に」「桐生市庁舎建設問題」について質問

マ
ス
ク
着
用
問
題

飯
島
　
英
規 

議
員

無
会
派

賛 否 の 公 表
結　　果議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名

承　　認

原案可決

市
　
長
　
提
　
出

報告第７号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

専決処分（桐生市新里・黒保根地区防災行政無線施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の一部改正）の承認を求めるについて

桐生市まち・ひと・しごと創生基金条例案

桐生市議会議員及び桐生市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する条例案

桐生市選挙公報の発行に関する条例の一部を改正する条例案

桐生市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案

桐生市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案

桐生市市税条例等の一部を改正する条例案

桐生市手数料条例の一部を改正する条例案

桐生市印鑑条例の一部を改正する条例案

令和4年度桐生市一般会計補正予算（第4号）

令和4年度桐生市学校給食共同調理場事業特別会計補正予算（第1号）

令和4年度桐生市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

●全員賛成で可決した議案

周
　
藤
　
雅
　
彦

福
　
島
　
賢
　
一

河
原
井
　
　
　
始

岡
　
部
　
純
　
朗

新
　
井
　
達
　
夫

北
　
川
　
久
　
人

佐
　
藤
　
光
　
好

佐
　
藤
　
幸
　
雄

山
之
内
　
　
　
肇

丹
　
羽
　
孝
　
志

田
　
島
　
忠
　
一

辻
　
　
　
正
　
男

久
保
田
　
裕
　
一

近
　
藤
　
芽
　
衣

人
　
見
　
武
　
男

園
　
田
　
基
　
博

関
　
口
　
直
　
久

渡
　
辺
　
　
　
恒

歌
　
代
　
公
　
司

飯
　
島
　
英
　
規

工
　
藤
　
英
　
人

石
　
渡
　
宏
　
明

議案番号・議案

議　員　氏　名
結　　果

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

△

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

認　　定

原案可決

認　　定

原案可決

令和３年度桐生市歳入歳出決算の認定について

令和３年度桐生市下水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について

令和３年度桐生市下水道事業会計決算の認定
について

令和4年度桐生市一般会計補正予算（第5号）

令和３年度桐生市水道事業会計決算の認定に
ついて

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

○：賛成　×：反対　△：退席　－：除斥　欠：欠席●賛否の分かれた議案

マスク着用中の様子
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

一
般
質
問

定 例 会月9

詳細はこちら

本会議
会　　　　期 8月31日～9月30日（31日間）

市長提出議案 17件　※決算議案4件、補正予算4件を含む

9
月
定
例
会
は
、
8
月
　
日
か
ら
9
月
　
日
ま
で
の
　
日
間
開
か
れ
、
市
長

提
出
議
案
な
ど
　
件
、
請
願
4
件
の
審
議
の
ほ
か
、 

　
人
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

15

17

31

30

31

付託委員会

教育民生委員会

受理番号 件　　　　　　　　　名

◎不採択となった請願

第16号
後期高齢者の医療費窓口自己負担 2割化実施の凍結を求
める請願

付託委員会

総 務 委 員 会

受理番号 件　　　　　　　　　名

◎継続審査となった請願

※第12号及び第14号の件名は同一ですが、請願提出者は異なります。

第12号

第14号

第15号

日本政府に核兵器禁止条約の批准を求める意見書採択の
請願

日本政府に核兵器禁止条約の批准を求める意見書採択の
請願

「消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書」を
政府に送付することを求める請願

付託委員会

総 務 委 員 会

教育民生委員会

総 務 委 員 会

総 務 委 員 会

教育民生委員会

受理番号 件　　　　　　　　　名

◎不採択となった陳情

第９号

第10号

第11号

第12号

第13号

参議院に憲法改正（101条の廃止）を求める意見書提出を
求める陳情

電力不足への国家的対応を求める意見書の提出を求める
陳情

桐生市のヤングケアラー実態調査の陳情

北朝鮮に5000億円の返還を求める陳情

生理用品の無償配布事業を税金で予算化し制度的・恒常
的な実施を求める陳情

付託委員会

経済建設委員会

受理番号 件　　　　　　　　　名

◎継続審査となった陳情

第６号 食の安全を求めて国等に意見書提出を求める陳情

請 願 審 査
　請願４件の審査を行った結果、１件が不採択、３件が閉会中の継続審査となり
ました。

陳 情 審 査
　令和４年９月１日開催の総務委員協議会において陳情３件、令和４年９月２日
開催の経済建設委員協議会において陳情１件、令和４年8月25日及び９月５日開
催の教育民生委員協議会においてそれぞれ陳情１件の審査を行い、その結果、５
件が不採択、１件が継続審査となりました。
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　市議会は、7月15日と28日に全員協議会を開催し、
当局から説明を受けました。

　桐生市防災情報伝達システム整備工事に関する当
局からの報告について

全員協議会開催

　教育民生委員会では、“ヤングケアラー問題”、
“8050 問題” の二つの見えづらい社会問題が必ず桐
生市にも存在し、救えるはずのケアラーに手を差し
伸べることこそが自治体の役割であると考え、本委
員会として行政視察や有識者の意見も参考にしなが
ら協議を重てきました。本市のケアラー問題を解決
する一助となればと「ケアラー（家族等介護者）に
関する提言書」を令和 4年 9月15日に市長に提出い
たしました。

教育民生委員会による所管事
務調査「ケアラー（家族等介
護者）に関する提言書」提出

　現庁舎を最大限利用しながら新庁舎の建設を進め
るため、議場堂及び車両棟の先行解体が始まりまし
た。

旧議場
解体作業進行中！

　公職選挙法により、議員は次のことを禁止されて
います。市民の皆さんのご理解をお願いします。
◎年賀状などのあいさつ状を出すこと。
　（答礼のための自筆によるものは除きます）
◎寄附をすること。
◎本人が出席しない慶弔に祝儀や
　香典を出すこと。

議員による寄附や年賀状など
は法律で禁止されています

07/15

１．庁舎整備における水道局及び教育委員会の分庁
　　について
２．桐生市新本庁舎建設工事の入札について
３．桐生市新本庁舎建設工事実施設計の内容につ
　　いて

07/28

全員協議会の様子

全員協議会の様子

提言書を市長に渡す教育民生委員会一同

↑
議事堂等解体

タイムラプスはこちら

全文はこちら→

▶
解
体
の
様
子

▲解体前の議事堂
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桐生市議会 検索 https://www.city.kiryu.lg.jp/shigikai/

ご あ い さ つ

二次元コードの読み取り方

スマホのカメラ、
またはアプリを
起動する。

スマホを二次元
コードにかざす。

表示された
読み取り結果
をタップする

1

2

3

　令和４年 9月定例会の議会
報告会・意見交換会につきま
しては、新型コロナウイルス
感染症の拡大防止のため、意
見交換会の開催は中止とし、
議会報告会は11月下旬にYou 
Tube（ユーチューブ）での動
画配信を予定しています。

次回定例会の開催予定は…

　市議会だよりは、紙面の都合で発言の
一部（要旨）を掲載しています。詳しく
は、図書館で会議録をご覧ください。
　なお、会議録は桐生市ホームページか
らでもご覧いただけます。

11月30日（水）からです。
意
見
交
換
会

議
会
報
告
会

　市民の皆様には、平素より市議会に対しまして、ご理解、ご協力を賜り、心より感謝を申し上げます。
　さて、今回は仮議場になり２度目の定例会開催となりました。第３回定例会は、令和３年度の予算執行状況
を審議する決算議会でありました。正副議長及び監査委員を除く全議員が委員となる特別委員会を設置し、各
委員が持ち時間の中で様々な質疑を行いました。３日間にわたり慎重な審査を行った結果、一般会計、特別会
計それぞれ適正かつ効率的な執行が確認され、認定されました。
　また、桐生市議会では独自の取組として、市民の方々からいただく貴重なご意見を市政に反映させるため、
毎年、各常任委員会で協議を行い、市議会の総意として、当初予算要望書を市長に対し、提出しています。今
後の桐生市の持続的発展や活性化等につながるよう市議会として、しっかりと提言させていただきましたので、
その反映結果については、来年度予算案の審議の中でしっかりと議論を深めてまいりたいと思います。
　今後ともご支援をよろしくお願いします。

岡 部  純 朗 副議長

YouTube
（ユーチューブ）

Twitter
（ツイッター）

■発行／桐生市議会　〒376－8501　群馬県桐生市織姫町1－1
　　　　　　　　　 （0277）46－1111
■編集／桐生市議会事務局
■印刷／太陽印刷工業株式会社

北 川  久 人 議長

　10月10日㈪に桐生中央ラ
イオンズクラブ主催の、少
年野球教室が桐生球場付属
球場で行われました。
　現在ジャイアンツアカデ
ミーでコーチを務める藤岡
貴裕さんが桐生の学童クラ
ブ６チームに指導を行い、
子供たちは真剣にプロの指
導を受けていました。

中央LC結成55周年記念
事業少年野球教室開催！


